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　はじめに
　さして頻繁ではないが，台風によって樹木が倒
れたり，幹が折れたりする場合があります。しか
も，同一林地に何事もなかったごとく，残存してい
るものもあります。これらの樹木の材質はどのよ
うな影響を受けているものであろうか？昔から

「風倒木にはもめ
．．

（圧縮破壊）が生じているので，

その利用は要注意」といわれてきました。しかし，
風倒木とはどのような木を言うのか，また要注意
と言っても，材質の何が低下しているのかなど，
はっきりしているわけではありません。もし著し
く材質劣化が生じているなら，人命にも係ってく
るし，また，材質劣化が特定できるならば，材の
有効利用を図ることができます。
　そこで，昭和56年8月23日の15号台風による風
害木（東京大学農学部附属北海道演習林で採取）
についての材質調査の結果を紹介し，風害木利用
の指針にしたいと思います。なお，調査に当たっ
ては次の諸点を考慮しました。
1） 風害木を類別すること。林地で造林する際に，
　容易に造材の可否を判別できるよう類別化を行
　う。
2） 類別化して造材後，それぞれの原木の強度低
　減を明らかにすること。それによって，構造用
　材としての利用が可能か否か明らかにする。
3） 風害木を林地内に放置した場合，強度的材質
　の劣化があるか否か，あるとすればどの程度か
　を明らかにすること。

4）もめ
．．

と強度的性質の関係を明らかにすること。
　またもめ

．．
の検出する方法を検討すること。

　材質調査
　○試験木
　試験木の総本数は37本であり，そのうち25本は
57年６月に，残りの12本は58年９月に採取しまし
た。樹種はエゾマツとトドマツで，胸高直径が林
内の平均に近いと思われる30～60cmの樹木を選び
ました。林内ですぐに気付くことは残存立木の外
に，幹が折れている木と根返っている木があるこ
とです。そこで，それらの被害タイプを３つに分
け，残存立木，幹折木，根返木としました。
　57年 6月に，残存立木および根返木では，根張
りを除いたほぼ際から材長４ｍの丸太を２番玉
まで，また幹折木は多くが地上高４～10ｍ付近で
折れてましたので，折損簡所の両側から材長４ｍ
の丸太を１本ずつ，可能な場合は下側から２本採
取しました。25本の内訳を表１に示します。残り
12本はエゾマツおよびトドマツ各６本で，それぞ
れ幹折木２本，根返木４本を採取しました。
　○調査項目
　４ｍ材を１ｍと３ｍに玉切りして，１ｍ材では
小試験片による曲げ試験（静的曲げ，衝撃曲げ）
を行い，また３ｍ材では枠組壁工法用のツーバイ
フォー材（幅38mm×梁せい89mm）寸法の実大試験
片による曲げ試験を行いました。外にもめ

．．
や腐朽

などの欠点を観察しました。さらにもめ
．．

がある材
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表 1  　試 験 木 の 概 要（昭 和 57 年 6 月 採 取 分）

注）a）－は欠点なし．＋は多少あり，＋＋は多い

とない材のアコースティック・エミッション（Ａ
Ｅ*）を測定して比較しました。

　欠　点
　供試丸太のもめ

．．
，腐朽，着色，あて，目まわり

の有無を表１に，実大製材のもめ
．．

，腐朽ならびに

着色の出現数，出現率を表２に示します。
　表１・２から明らかなように，

・

も
・

めは幹折木に
集中しており，根返木や残存立木には極めて少な
くなっています。58年９月に採取した８本の根返
木にはもめ

．．
は全く観察されておらず，今回の風害

木では，もめ
．．

は幹折木に発生し，根返木や残存立
木には発生しないか，または発生したとしても極め
てわずかであったということができます。
　幹折木には相当の腐朽が存在しております。風
害から翌年の６月までの９カ月林内に放置した後
採材したので，その間に腐朽が発生したとも考え
られますが，林内放置の期間が冬期間であること

* ＡＥとは，固体内のひずみエネルギーの解放によっ
て生じる弾性波（超音波）のことで，材料の破壊機構
を解明する有力な手段と考えられており，応用面では
欠陥の検出や破壊強度の推定などの非破壊検査として
期待されております。
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表 2　実大製材における欠点材数

　注）（    ）内は比率％

表 3　小試験片の曲げ試験結果（気乾材）

注）a）Ｎ：試験体数　b）Ｅb：曲げヤング係数
　　c）σb：曲げ強さ
　　d）Ｕ：衝撃曲げ吸収エネルギー

を考慮すれば，立木の段階で既に腐朽が生じてい
て，それが幹折れの原因になったとも考えられま
す。いずれにしても，幹折木と根返木という極め
て明瞭な２つのグループ化によって，欠点を持っ
ているものと，持っていないものに分けることが
できるのではないかと思われます。

　強　度
　節や腐朽のない小試験片の曲げ試験結果を表３
に示します。表３から言えることは，エゾマツ，

　トドマツともに，試験片にもめ
．．

があるかないかに
よってヤング係数にはほとんど差異がないが，曲
げ強さ，衝撃曲げ吸収エネルギーが著しく異なる

ことです。一方，もめ
．．

のないものの曲げ強さは３
つの風害タイプで差がなく，従来から報告されて
いる健全材から得られた値に比較して差が認めら
れません。このことは，残存立木，根返木，幹折

木を問わず，試験片にもめ
．．

が存在しなければ曲げ
強さは低下しないことを示しております。

表 4  　実大試験片の曲げ試験結果（生材，気乾材）

注）a），b），c）：表３参照
1985年8月号
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　実大材の曲げ試験結果を表４に示します。実大
材では，欠点材の中にもめ

．．
だけあるもの，腐朽だ

けあるもの，並びに両方あるものが含まれてい
ますが，基本的にはエゾマツ，トドマツとも幹折
木の曲げ強さが著しく小さいことがわかります。
また，エゾマツでは表面に欠点が観察されなくて
も，幹折木からの試験片によるものは曲げ強さが
小さくなっております。
　以上の結果から，幹折木から製材すると，その
中に著しく強度の小さい製品が出現するので，幹
折木から構造用材を製材すること自体を避けなけ
ればならないと思われます。

　も　め
　腐朽は著しい変色を伴わなくとも容易に見いだす
ことができます。これに対してもめ

．．
は表面をプレー

ナ仕上げしなければ見いだすことはできません。そ
こで，もめ

．．
の出現の仕方を調べてみました。

　もめの出現した試験木７本（表１参照）につい
て出現部分を調べると，エゾマツ幹折木３本はす
べて折損部位の上下にわたって出現していました。
トドマツ幹折木2本では，1本は上下にわたって，
他の 1本は上側だけに出現していました。エゾマ
ツ根返木は樹冠に近い部位に，トドマツ根返木は
根元付近の部位に出現していましたが，このトド
マツのもめ

．．
は立木時にできたものではなく，明ら

かに胴打ちによるものと思われる外傷を伴ってお
り，比較的浅い部分に生じていました。
　もめ

．．
を板目面で観察しますと，その多くが節の

近辺に存在していました。節のない材面に存在し
ているもめ

．．
も樹幹内部に節が存在している場合が

しばしばあり，もめ
．．

の発生は節から生じている可
能性がうかがえます。
  もめ

．．
を検出するために，曲げ試験時のＡＥを測

定しました。その結果，もめ
．．

のある材はもめ
．．

のな
い材に比較して，ＡＥの発生時期が早く，計数率
も高いことがわかり，プレーナ仕上げによる目視
でなく，非破壊試験でもめ

．．
を検出できる可能性が

認められました。

　林内放置の影響
　58年９月に採材した12本の試験木は，林内に２
年間放置されていたことになります。林内に放置
された試験木には程度の差はあるが，すべての丸
太に虫穴があり，一部の丸太では周辺腐れがあり，
林内放置による二次被害の発生が認められました。
試験木のうち，根返木について実大材の曲げ試験
を行ったが，その結果を表５に示します。
　２年間の放置は，曲げ強さに影響を与えていな
いことがわかりました。しかし，明らかに林内放
置による二次被害が発生しており，根返木の有効
利用を図るためには，より速やかに林内から搬
出する必要があると思われます。

表 5　林内に２年間放置した実大試験片の
　　　曲げ試験結果（気乾材）

注）a），b），c）：表３参照

　おわりに
　今回の調査によって，いわゆる風倒木は残存木，
根返木，幹折木の 3つにグループ化することがで
き，そのうち幹折木は構造用材を目的とする製材
用に造材してはならないことが明らかになりまし
た。その理由は，幹折木にはもめ

．．
の出現率が高く，

もめ
．．

を持つ材の強度が著しく小さいためです。も
．

め
．
をＡＥによって検出する可能性があることが判

明しました。根返木は林内からすみやかに搬出さ
せることが有効利用につながるものと判断されま
した。
  なお，本調査は昭和59年度文部省科学研究費補
助金試験研究（1）によっています。
　　　　　　　　　　（林産試験場　合板試験科）


